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<調査の概要> 

１ 調査の目的 

学校部活動の地域移行等に向けた取組を検討する基礎資料とするため，市立小中学

校の児童生徒やその保護者，教職員，部活動地域支援者，運動・スポーツおよび文化芸

術関係団体に対し，アンケート調査を実施する。 
 

２ 調査期間 

  令和５年（２０２３年）１２月８日（金）～１２月２６日（火） 
 

３ 調査対象および調査方法 

対 象 調 査 方 法 対象者数 

小学校４～６年生 Googleフォームで回答 

学習用端末（Chromebook）を活用 

４，６４７ 

中学校１～２年生 ３，０５９ 

上記小学生保護者 Googleフォームで回答 

回答用ＱＲコード入りチラシを配付 

４，６４７ 

上記中学生保護者 ３，０５９ 

小学校教職員 Googleフォームで回答 

回答用ＵＲＬを配付，各自回答 

  ７４２ 

中学校教職員   ４１１ 

部活動地域支援者 調査票による配付・回収    ２８ 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
調査票による配付・回収    ９２ 

 
４ 調査回答数（回答率） 

対 象 回 答 者 数（回答率） 

小学校４～６年生 ３，５９２（７７．３％） 

中学校１～２年生 ２，４６５（８０．６％） 

上記小学生保護者 １，３３８（２８．８％） 

上記中学生保護者 １，１４６（３７．５％） 

小学校教職員   ５３１（７１．６％） 

中学校教職員   ２８８（７０．１％） 

部活動地域支援者 ２２（７８．６％） 

運動・スポーツ， 

文化芸術関係団体 
５３（５７．６％） 

 

５ 集計方法 

・結果数値は小数第２位を四捨五入していますので，合計で１００％とならない箇所があり 

ます。 

・複数回答の項目における割合（％）については，回答者数を分母として集計しています。 

・グラブ横のｎの値は，回答者数を表しています。 

 

 

 

※部活動地域支援者とは，中学校の各種部

活動で，顧問教員を補佐し，専門的な技術指

導を行う外部人材のことです。 
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<アンケート調査結果> 

 

問１ 休日の学校部活動を地域のスポーツクラブや文化団体等が運営する教室・クラ 

ブ活動に地域移行した場合，あなたは兼職兼業＊の許可を得た上で，子どもたちの 

スポーツや文化芸術活動の指導に従事したいと思いますか。 

＊「兼職兼業」とは，地域の教室・クラブ活動の指導を希望し教育委員会の許可 

を得た教職員が地域団体と雇用契約または業務委託契約を交わす，もしくは有償 

ボランティアとして，地域団体から報酬を受けて指導に従事するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従事したい
1.1%

勤務条件，報酬に

よって検討したい
10.4%

従事したくない
62.0%

現段階では

わからない
26.6%

(ｎ＝531) 
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問２ どのような理由で希望しますか（複数回答）。 

（問１で，「従事したい」，「勤務条件，報酬によって検討したい」を選択した教職員のみ

回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他（子どもの達成感・成就感をともに喜びたい，スポーツの楽しさを心の底 

から感じてほしい など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21人, 34.4%

40人, 65.6%

33人, 54.1%

3人, 4.9%

19人, 31.1%

2人, 3.3%

指導にやりがいを感じているから

自分がやってきた活動に今後も貢献したいから

子どもの成長がうれしいから

大会などで良い成績を収めたいから

副業として収入増となるから

その他

(ｎ＝61) 
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問３ どのような競技・種目の指導を希望しますか（複数回答）。 

（問１で，「従事したい」，「勤務条件，報酬によって検討したい」を選択した教職員のみ

回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※その他（モルック，リコーダー，金管バンド，弦楽器，オーケストラ，コンピュータ） 

13人, 21.3%

10人, 16.4%

10人, 16.4%

9人, 14.8%

8人, 13.1%

8人, 13.1%

5人, 8.2%

5人, 8.2%

5人, 8.2%

4人, 6.6%

4人, 6.6%

4人, 6.6%

4人, 6.6%

3人, 4.9%

3人, 4.9%

2人, 3.3%

2人, 3.3%

2人, 3.3%

2人, 3.3%

2人, 3.3%

2人, 3.3%

2人, 3.3%

1人, 1.6%

1人, 1.6%

1人, 1.6%

1人, 1.6%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

0人, 0.0%

6人, 9.8%

スキー

陸上

バレーボール

吹奏楽

サッカー

バスケットボール

野球

テニス

美術

卓球

水泳

スノーボード

合唱

弓道

書道

ソフトボール

ハンドボール

バドミントン

体操

スケート

空手

茶道

ダンス

柔道

少林寺拳法

将棋

ラグビー

スケートボード

剣道

スポーツ全般（複数競技）

華道

囲碁

その他

(ｎ＝61) 
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問４ その種目は，指導経験はありますか。  

（問１で，「従事したい」，「勤務条件，報酬によって検討したい」を選択した教職員のみ

回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある
70.5%

ない
29.5%

(ｎ＝61) 
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問５ 休日の学校部活動の地域移行において，期待することはありますか（複数回答）。 

 
 ※その他（活動費用の公費負担，地域・学校・教職員の指導における共通理解と交流・

つながり，現在の部活動の現状や学校現場の課題への保護者の理解の促進） 

 

 

  

241人, 45.4%

156人, 29.4%

290人, 54.6%

105人, 19.8%

461人, 86.8%

3人, 0.6%

専門知識や技術の向上

設備の整った場所で練習できること

子どもの興味・関心や習熟度に応じて，学校

部活動にはない様々な活動が選択できること

他校の生徒等と交流できること

教員の負担軽減につながること

その他

(ｎ＝531) 
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問６ 休日の学校部活動の地域移行について，課題となることは何ですか（複数回答）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他（都市部と地方の人的・物的な環境の違い，今まで教職員や学校が窓口にな

っていたのに，全く関わらないで急に地域移行することはとても難しいことだと思

う。ある程度の保証や制度が整ってから移行の措置をとってもらわないと児童生徒

や保護者は不安だと思う など） 

477人, 89.8%

220人, 41.4%

204人, 38.4%

73人, 13.7%

182人, 34.3%

268人, 50.5%

291人, 54.8%

126人, 23.7%

12人, 2.3%

13人, 2.4%

受け皿となる団体や指導者の確保

部活動顧問（教員）と指導者との指導の違い

指導者の質や指導方法（行き過ぎた指導や勝利至

上主義など）

中学校３年間において継続した活動

会費等の経済的負担

学校以外の活動場所までの移動手段や送迎の負担

事故やトラブルへの対応や補償

他校の生徒との人間関係

その他

特になし

(ｎ＝531) 


